
広報いせ　平成30年５月15日号

広報

伊勢市の情報をお届けします

No.236

2018

5月15日号

（☎ 21-5512　 FAX 21-5636）商工労政課
（☎ 28-1101　 FAX 22-4441）伊勢高柳商店街振興組合

伊勢の夏の風物詩

と き ６月１日金～７月８日日のうち下１桁に１
イチ

・６
ロク

・３
サン

・８
パチ

の付く日と
毎週土曜日（全20回）

ところ 高柳商店街 ※駐車場が少ないため、公共交通機関を利用してください。

今年も６月１日金から始まる「高柳の夜店」。
会場には楽しい催し物がいっぱいです。
心地良い夜風に吹かれながら、お出掛けしてみませんか。
夏の夜のひとときを楽しみましょう。

昨年〔第101回〕の様子

内 容

★例年好評の浴衣コンテスト

★写生コンクール

★近隣市町の伝統や特産物を紹介する市町の日

★学校の日

★手作りゲームコーナーなどの各種イベント

※内容は、変更する場合があります。
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シリーズ循環型社会

M
も っ た い な い

OTTAINAI
～ 3Ｒ+ リスペクト～ をもう一度 !!

（☎ 37-1443　 FAX 37-0189）清掃課

ごみ分別ＰＲキャラクター
あおかもし

もったいない!! その「雑がみ」資源になるカモ!!
　市が平成29年度に回収した「雑誌・雑がみ類」は924トンで、売り払い収入は461万8,750円で
した。
　皆さん一人一人のご協力で、たくさんの収入になりましたが、実は、まだまだ燃えるごみとして出
されています。分ければ資源になるのです。“M

も っ た い な い

OTTAINAI”。

「雑がみ」って何？

次の紙類は「燃えるごみ」で出してください

※「雑がみ」とは、資源回収できる紙類のうち、新聞・折り込みチラシ、
段ボール、飲料用紙パック、雑誌 以外の紙類のことです。

●臭いが残っている…線香、洗剤の箱など
●油汚れがある…宅配ピザの紙箱など
●防水・ビニール加工がされている…紙コップ、アイスクリームの容

器、ペットの餌袋、米袋、写真、アルバム、ビニール加工紙など
●感熱紙・裏カーボン紙…レシート、ファクス用紙、宅配便の荷札、

領収書など
●その他（和紙・衛生紙・金銀加工紙）…ティッシュペーパー、和紙製

の祝儀袋、たばこや板ガムの銀紙、カップ麺のふたなど

これらの紙類は

資源にならないので、

注意してほしいカモ!!

便箋
せん

・メモ用紙類
台紙・トレイ類

その他

菓子箱類 封筒・はがき類

ティッシュペーパーの箱

包装紙

紙 袋
※付箋などの小さな紙も
「雑がみ」です。 ※取り出し口などのビニール

は「プラスチック製容器包
装」へ出してください。

※「紙袋」の取っ手が紙製以外の場合は、
必ず取り除いてから「雑誌・雑がみ類」
へ出してください。

「ごみ分別ガイドブック」の７ページを一部抜粋

以下の紙類が「雑がみ」で、資源になります。
「雑誌・雑がみ類」として出してください。

￥

レシート
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未利用食品
6.6％ 食べ残し 5.2％

その他生ごみ
29.6％

紙おむつ
5.8％

その他燃えるごみ
22.1％

不燃ごみ 0.3％

新聞・折り込みチラシ
5.2％

段ボール 0.5％

生 ご み

資 源 物

飲料用紙パック 0.7％

布類 4.3％

ペットボトル 0.3％

プラスチック製
容器包装 8.3％

年間で “2,800トン” も
資源化されずに捨てられ
ています！

雑誌・雑がみ類 11.1％

再生資源回収へのご協力を！

再生資源回収事業奨励金

年間2,800トン近くの「雑誌・雑がみ類」が
捨てられています

正しい「雑がみ」の出し方

　再生資源回収とは、再生資源回収団体（自治会・ＰＴＡ・子ども会などの営利を目的としない
団体）が、紙類・布類・缶・びんなどの資源物を回収する活動のことで、資源物をリサイクルす
る大切な取り組みです。
　皆さんのご協力により、回収量を増やすことで、より多くの物を資源にすることができます。
ごみの減量化やリサイクル推進のため、再生資源回収への積極的な参加をお願いします。

　市では、再生資源回収団体に対して、奨励金を交付しています。申請書と引き取り伝票などを
清掃課へ提出すると、回収量に応じて奨励金の交付を受けることができます。
対象品目　紙類（新聞、雑誌・雑がみ類、段ボール、紙パック）、布類、スチール缶、アルミ缶、リターナブ

ルびん（ビールびん、一升びんなど）
奨励金額　１kg（びんは１本）につき３円
※市の奨励金額であり、資源回収業者の引き取り単価ではありません。
※再生資源回収団体になるためには、事前に団体登録書を清掃課へ提出する必要があります。団体登録書は、

清掃課・各総合支所生活福祉課・各支所にあります。また、市のホームページに掲載しています。

　市では毎年、家庭から出る燃えるごみの内
訳を調べています。（右グラフ参照）
　平成29年度の調査で、燃えるごみの中に

「雑誌・雑がみ類」が約11％含まれていました。
　もし、この「雑誌・雑がみ類」がすべて資
源化されていたら、約1,400万円の収入増に
なっていたのです。

　ティッシュペーパーの取り出し口など
にあるビニールは、外して「プラスチッ
ク製容器包装」に出してください。
　お菓子やティッシュペーパーの箱は、
まとめてひもで縛って出してください。

※紙袋は、中に入れた「雑がみ」が
出ないように、ひもで縛ってくだ
さい。

※ごみの分別方法や資源物の出し方など詳しくは、
清掃課へ問い合わせてください。

お菓子の箱などは、

大きい紙袋に入れて出すと便利です。

小さい付箋やメモなども資源化できるので、

紙封筒などに入れて出してね。

燃えるごみの内訳

紙封筒に入れて出す 雑誌に挟んで出す

予算額　657万９千円

（平成29年度　燃えるごみ組成調査から）



4広報いせ　平成30年５月15日号 広報いせ　平成30年５月15日号

　
初
心
者
歓
迎
で
、
入
会
時
の

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行

き
た
い
山
は
み
ん
な
で
決
め

て
、
一
人
一
人
が
主
役
の
自
主

登
山
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
毎
月
１

回
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
会

合
し
、
山
行（
登
山
）の
反
省
や

今
後
の
計
画
を
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。
活
動
内
容
は
毎
月
会
員

に
配
布
さ
れ
る
「
会
報
」
に
掲

載
さ
れ
ま
す
。

　
活
動
状
況
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
山
好
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
入

会
手
続
き
・
規
約
・
年
会
費
な

ど
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
同

会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
は
、
新
日
本
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
に
加
入
す
る
「
ハ
イ
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
山さ

ん

好こ
う

会か
い

」
の
伊
勢

志
摩
地
区
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

伊
勢
と
そ
の
周
辺
の
50
～
80
代

の
元
気
な
仲
間
26
人
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
「
気
兼
ね
な
い
」「
気
張
ら
な

い
」「
自
由
な
運
営
」
で
、「
安

全
で
楽
し
く
90
歳
ま
で
現
役
登

山
」
を
目
指
し
て
、
里
山
か
ら

百
名
山
ま
で
幅
広
く
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
花
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
福
寿
草
、
雪
割
草
か
ら

始
ま
り
、山
桜
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

つ
つ
じ
類
な
ど
が
次
々
に
開
花

し
ま
す
。
四
季
折
々
の
花
と
の

出
会
い
、
山
頂
か
ら
の
景
色
が

登
山
の
疲
れ
を
癒
や
し
て
く
れ

ま
す
。

　
一
人
で
山
を
歩
い
て
い
る
あ

な
た
、
登
山
を
基
礎
か
ら
学
び

た
い
あ
な
た
、
山や

ま

友と
も（

登
山
仲

間
）を
つ
く
り
た
い
あ
な
た
、

一
緒
に
山
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

向
か
っ
て
活
動
す
る
と
い
う
こ

と
を
繰
り
返
し
て
、
最
終
の
目

的
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
設

定
し
て
お
く
の
で
す
。

　
組
織
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の

手
で
つ
く
ら
れ
ま
す
。
行
き
先

を
間
違
え
る
人
も
出
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
目
的
と
目
標

を
し
っ
か
り
と
考
え
て
お
け

ば
、
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
山
登
り
で
、
途
中
辛
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
昔
の
人
は
、
頂
上
に
行
く
目

的
で
道
標
を
作
り
ま
し
た
。
頂

上
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
道
標

に
よ
っ
て
、「
こ
こ
ま
で
来
た

よ
」
と
知
る
こ
と
で
、
辛
い
気

持
ち
や
本
当
に
頂
上
に
た
ど
り

着
け
る
の
か
と
い
う
不
安
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
で

考
え
る
と
、
団
体
の
目
的
が
あ

り
、
団
体
の
目
的
を
遂
行
し
よ

う
と
し
た
時
、「
本
当
に
こ
れ

で
い
い
の
か
」「
ち
ゃ
ん
と
し
た

活
動
が
で
き
て
い
る
の
か
」と
、

不
安
に
な
る
時
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
そ
ん
な
時
は
、
目
的
に
向
か

う
た
め
の
道
標（
目
標
）を
い
く

つ
か
設
定
し
て
お
く
と
い
い
と

思
い
ま
す
。
１
つ
目
の
目
標
が

達
成
で
き
た
ら
、
次
の
目
標
に

場パ ル テ ィ ４ コ マ 劇

花
粉
の
季
節
だ
ね
。

花
粉
対
策
を
し
っ
か
り
！

え
っ
?!

花
粉
症
と
風
邪
は
症
状
が

少
し
似
て
い
る
ね
。

気
を
付
け
な
い
と
…
。

●
い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
指
定
管
理
委
託
料

　
１
４
２
５
万
５
千
円

●
利
用
人
数

　
６
万
４
７
７
６
人

（
平
成
29
年
度
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
20

－

４
３
８
５　
FAX
20

－

４
３
８
６
）

No.74

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

目
標
に
向
か
う
た
め
の

道み
ち
し
る
べ標

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

●
伊
勢
よ
ー
で
る
会

☎24-2157（岩崎）
伊勢よーでる会
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る
も
の
と
言
え
ま
す
。
せ
っ

か
く
気
を
使
っ
た
の
に
、
相

手
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
自
分
に
と
っ
て
の｢

普
通
」

を
一
つ
一
つ
違
う
角
度
か
ら

見
直
す
こ
と
で
、
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
に
気
付

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分

の
中
の
偏
見
を
意
識
し
て
、

人
と
接
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

｢

そ
れ
、
普
通
だ
よ
ね
」

と
思
っ
て
し
て
い
る
こ
と

が
、
実
は
思
い
込
み
で
あ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
言

っ
て
も
、
家
事
の
多
く
を
女

性
が
担
当
し
て
い
ま
す
。「
女

性
は
、
手
際
よ
く
掃
除
し
て

洗
濯
し
て
ご
飯
を
作
る
も
の

だ｣

と
い
う
思
い
込
み
が
あ

る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
女
性
自
身
も
そ
う
し
た

思
い
込
み
に
と
ら
わ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
実
際
は
、
家
事
が

得
意
な
男
性
も
い
れ
ば
、
家

事
が
苦
手
な
女
性
も
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
料
理
や
掃
除
な

ど
の
能
力
が
高
い
こ
と
を
、

「
女
子
力
が
高
い
」
と
表
現

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も｢

女
性
な
ら
で
き
る

は
ず｣

と
い
う
無
意
識
の
思

い
込
み
に
よ
る
表
現
と
言
え

ま
す
。

　
ま
た
、
仲
間
で
集
ま
っ
て

遊
ぶ
時
に
、
良
か
れ
と
思
っ

て
子
育
て
中
の
女
性
に
声
を

掛
け
な
い
こ
と
も
、
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
に
よ

「
無
意
識
の
思
い
込
み
」
と
訳

さ
れ
ま
す
。
自
分
の
経
験
や
環

境
な
ど
か
ら
身
に
付
い
た
、
も

の
の
見
方
や
と
ら
え
方
の
ゆ
が

み
・
偏
り
を
表
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
オ
フ
ィ
ス
で
の
雑

用
に
対
し
、
女
性
が
依
頼
を
引

き
受
け
る
こ
と
は
当
然
で
、
男

性
が
引
き
受
け
る
と
評
価
が
上

が
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
は
、「
女
性
は
助
け
て

く
れ
る
」「
男
性
は
重
要
な
仕
事

を
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
先
入

観
が
影
響
し
て
い
る
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る
も
の

で
、
意
識
し
て
無
く
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分

の
中
の
偏
見
に
気
付
く
だ
け

で
、
相
手
に
対
す
る
理
解
が
変

わ
り
ま
す
。
自
分
を
客
観
的
に

見
つ
め
る
こ
と
で
、
視
野
が
広

が
り
、
社
会
生
活
が
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
は
誰
か
の
「
意
外
な

一
面
を
見
た
」
と
思
っ
た
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
れ
は
、
あ
な
た
が
そ
の
人

の
こ
と
を
「
そ
う
い
う
人
だ
」

と
思
い
込
ん
で
い
る
た
め
に
、

意
外
だ
と
思
っ
た
だ
け
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
思
い
込
み
が
「
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス・バ
イ
ア
ス
」で
す
。

日
本
語
で
、「
無
意
識
の
偏
見
」

　今年度は、アンコンシャス・バイアスについて、さまざまな視点から紹介していきます。
聞き慣れない言葉ですが、男女共同参画社会を阻害する要因として、近年、取り上げられ
ることが多くなっています。

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
っ
て

何
だ
ろ
う
？

市民交流課（☎ 21-5513　 FAX 21-5642）

めざそや！共同参画 33

あなたはどちらを医師だと思いますか？
また、そう思った理由は何でしょうか？

まずは、自分の「無意識の思い込み」に気付くこと

この土曜日、
いつものメンバーで
カラオケ、行く？行きたいっ！

○○は子育て中
やから、誘わん
とこか。

どうせ、
行けへんやろから、
かわいそうやもんね。
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買
い
物
支
援
・
地
域
バ
ス

運
行
・
見
守
り
活
動
・
防
災

訓
練・タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ（
ま

ち
歩
き
）な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
行

う
多
様
な
取
り
組
み
を
、
今

後
も
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　
地
域
を
良
く
し
て
い
く
た

め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
皆
さ

ん
の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

伊
勢
市
で
暮
ら
す
誰
も

が
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
一
員
で

す
。
ぜ
ひ
活
動
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

市
の
支
援

◆
情
報
の
提
供
や
助
言

　
地
域
と
市
を
つ
な
ぐ
「
地
区

担
当
職
員
」
を
配
置
し
、
事
業

実
施
の
た
め
に
必
要
な
情
報
提

供
や
助
言
を
行
い
、
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
資
金

　
の
交
付

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動

や
事
務
運
営
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

だ
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
、
毎
年
度
の
事

業
計
画
や
予
算
が
立
て
ら
れ
、

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
自
治
会
の
枠
組
み
を
超
え
た

　
取
り
組
み

　
自
治
会
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
に
最
も
身
近
な
組
織
と
し

て
、
住
民
自
治
の
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
近
年
で
は
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
な
ど
の
社
会
変
化

や
、
近
所
付
き
合
い
の
希
薄
化

な
ど
に
よ
り
、
防
災
・
防
犯
な

ど
自
治
会
の
枠
を
超
え
た
地
域

課
題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
置

に
よ
り
、
自
治
会
や
各
種
団
体

が
課
題
を
共
有
し
、
解
決
に
向

け
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
め
な
か
っ
た
事

業
や
、
広
域
的
に
取
り
組
ん
だ

方
が
効
果
的・効
率
的
な
事
業
、

単
独
の
団
体
で
は
実
施
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
事
業
な
ど
に
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

域
で
活
動
す
る
団
体
や
、
そ
こ

で
暮
ら
す
個
人
で
構
成
す
る
組

織
で
、
小
学
校
区
を
基
本
に
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く

る
」
を
合
言
葉
に
、
自
治
会
・

老
人
会
・
子
ど
も
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
な
ど
が
手
を
携
え
て
、
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

ま
ち
づ
く
り

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
地
理

的
な
特
性
や
、
自
然
・
歴
史
・

文
化
な
ど
の
資
源
、
目
指
す
地

域
の
将
来
像
な
ど
を
盛
り
込
ん

　
市
内
全
域
23
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
、「
伊
勢
市
ふ
る
さ

と
未
来
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ

く
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
地

市
民
交
流
課（
☎
21

－

５
５
６
３　
FAX
21

－

５
６
４
２
）

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
53

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

　 
わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い

　
　
　
　
　
　 

　 

こ
と
が
あ
る

ふるさと未来づくり資金の構成

活動事業費（基本額） 共通
地区まちづくり計画に基づく
事業を実施するために必要な
資金

事務運営費 共通 協議会の運営に必要な資金

広報紙配布等協力金・活動事業費
（世帯割額）選択制

市が依頼する業務などを協議
会が実施するための資金

平成27年度から、まちづくり協議会または自治会へ、受け持ち
の配布世帯が分かる一覧表をお渡しし、「広報いせ」の配布をお
願いしています。（一部地域を除く）

行　
　
政

地域住民などみんなが構成員です！

小学校区

協 

働
スポーツ
団体

PTA

自治会子ども会 女性団体

民生委員

NPO 事業所
老人会

まちづくり協議会

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
に
参
加
を
！

沼木バス

健康体操
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※
1
枚
の
往
復
は
が
き
で
2
人

ま
で
申
し
込
め
ま
す
。（
2

人
の
場
合
は
、
必
ず
2
人
の

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

〔
返
信
先
は
1
人
で
結
構
で

す
〕）

※
1
人
1
枚
し
か
申
し
込
め
ま

せ
ん
。
重
複
申
し
込
み
は
無

効
に
な
り
ま
す
。

※
車
い
す
な
ど
、
配
慮
が
必
要

な
場
合
は
、
応
募
は
が
き
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
場
の
可
否
は
、
返
信
用
は

が
き
で
お
知
ら
せ（
5
月
25

日
㈮
発
送
予
定
）し
ま
す
。

は
が
き
が
届
か
な
い
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

※
返
信
用
は
が
き
が
入
場
券
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
締
め
切
り
後
、
座

席
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、

5
月
28
日
㈪
・
8
時
30
分
か

ら
、
電
話
で
先
着
順
に
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。（
当

日
は
、
は
が
き
を
持
っ
て
い

る
人
か
ら
の
入
場
と
な
り
ま

す
）

　
園
芸
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

何
か
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

と
き　
6
月
9
日
㈯
、
14
時
～

15
時
30
分（
開
場
は
13
時
30
分
）

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目

的
ホ
ー
ル

内
容　
講
演
「
知
っ
て
ビ
ッ
ク

リ
！
カ
ラ
ダ
に
お
い
し
い
野
菜

学
！
」

※
手
話
通
訳
あ
り
。（
予
定
）

講
師　
藤
田
智
さ
ん（
恵
泉
女

学
園
大
学
現
代
社
会
学
科
教

授
）

定
員　
４
５
０
人（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

入
場
料　
無
料

申
し
込
み　
5
月
22
日
㈫（
当

日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
下
図
参

照
）を
記
入
し
、
い
せ
ト
ピ
ア

へ

　
農
業
や
園
芸
の
本
来
の
使
命

は
、
世
界
の
人
口
60
億
人
の
食

糧
確
保
に
あ
り
ま
す
が
、
現
代

で
は
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
重

要
な
役
割
が
見
い
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
野
菜
や
草
花
を
育
て
る
こ
と

で
身
の
回
り
が
美
し
く
な
っ
た

り
、
心
が
癒
さ
れ
た
り
、
生
活

が
豊
か
に
な
っ
た
り
、
定
年
後

の
生
き
が
い
と
な
っ
た
り
、
地

域
の
交
流
が
活
性
化
し
た
り
。

い
せ
ト
ピ
ア（
☎
21

－

0
9
0
0　
FAX
21

－

0
９
０
９
）

第
１
回 

い
せ
ト
ピ
ア
公
開
講
座

平
成
30
年
度

62
返信

〒○○○-○○○○

住　所

　氏　　名 様

返信用 表 往信用 裏

第１回いせトピア
公開講座

①住所

②氏名（ふりがな）
（２人で申し込みの
 場合は２人記入）

③電話番号

62
往信

〒516-8520

いせトピア
公開講座 係

往信用 表 返信用 裏

何も記入しないで
ください

往復はがきの書き方

藤田　智さん

〔プロフィル〕
1959（昭和34）年、秋田県生まれ。
恵泉女学園大学現代社会学科教授（専門は園芸学、農業教育学）。

「NHK 趣味の園芸」やさいの時間講師、NHK ラジオ 子ども科
学電話相談回答者（植物）、日本テレビ 世界一受けたい授業講
師、女子栄養大学・横浜国立大学非常勤講師。
家庭菜園普及のため、得意のギャグを生かした話術で大人気。
日本全国を飛び回っています。

講師
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健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
場
と
し

て
、
健
康
テ
ラ
ス
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
次
の
日
程
で
は
測
定

機
器
を
追
加
し
て
、
来
場
者
全

員
に
歯
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
進
呈

し
ま
す
。

と
き　

６
月
13
日
㈬
～
15
日

㈮
、
10
時
～
16
時（
受
け
付
け

は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
・
ロ
ビ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
骨
密
度
測
定（
手
首
）、

お
口
の
環
境
チ
ェ
ッ
ク
、
噛か

む

力
チ
ェ
ッ
ク

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　

・
鮮
魚
の
目
利
き
や
さ
ば
き
方

の
実
演（
講
師
：
乾
常
人
さ

ん〈
伊
勢
湾
漁
協
職
員
〉）

・
旬
の
野
菜
と
キ
ス
を
組
み
合

わ
せ
た
バ
ラ
ン
ス
料
理（
調

理
実
習
）

・
伊
勢
の
食
材
手
帖
の
進
呈

定
員　
35
人（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

マ
ス
ク

　
健
康
の
た
め
に
食
べ
る
機
会

を
増
や
し
て
ほ
し
い
魚
と
野

菜
。
そ
の
魅
力
を
十
分
に
生
か

す
た
め
、
魚
の
目
利
き
や
さ
ば

き
方
、
野
菜
と
一
緒
に
バ
ラ
ン

ス
良
く
食
べ
る
た
め
の
料
理
を

紹
介
し
ま
す
。

と
き　
６
月
11
日
㈪
、
10
時
～

13
時

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ

ー
・
２
階
調
理
室

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
初
め
て
の

育
児
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通

し
て
、
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
の
こ

と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
６
月
９
日
㈯
、
９
時
30

分
～
12
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
初
妊
婦
と
夫

内
容　
沐も

く
よ
く浴
体
験
、
妊
婦
模
擬

体
験
、
保
健
師
・
助
産
師
の
話

な
ど

定
員　
30
人
程
度

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課
へ

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〔
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
〕

（
☎
27

－

２
４
３
５　
FAX 

21

－

０
６
８
３
）

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

～
マ
マ
安
心
サ
ポ
ー
ト
い
せ
～

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

健
康
課
と
農
林
水
産
課
の

共
同
企
画

６
月
の
「
健
康
の
日
」

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を　
　
　

　
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

伊
勢
湾
漁
協
直
送
！

地
元
の
お
い
し
い
キ
ス
と

旬
の
野
菜
で
バ
ラ
ン
ス
食

健
康
テ
ラ
ス
の
ご
案
内

申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

健
康
づ
く
り
通
信

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

参
加
費　
１
０
０
円

申
し
込
み　

５
月
15
日
㈫
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課
へ

骨密度測定

広
告
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健
康
の
た
め
に
禁
煙
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

　
健
康
の
た
め
に
は
禁
煙
が
一

番
で
す
。
禁
煙
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
に
か
か
る
危
険
が
低
下

す
る
だ
け
で
な
く
、
咳
症
状
な

ど
の
改
善
や
、
味
覚
や
嗅
覚
、

体
力
が
戻
る
な
ど
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。　

　
禁
煙
は
自
力
で
も
可
能
で
す

が
、
医
療
機
関
で
の
禁
煙
治
療

や
禁
煙
補
助
薬
を
利
用
す
る

と
、
ニ
コ
チ
ン
切
れ
の
症
状
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
比

較
的
楽
に
、
し
か
も
自
力
に
比

べ
て
３
～
４
倍
禁
煙
に
成
功
し

や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
禁
煙

外
来
や
主
治
医
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
禁
煙
す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

の
近
く
で
は
吸
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
喫
煙
直
後
の
人
と
の
会
話
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

●
吸
い
殻
の
後
始
末
は
き
ち
ん

と
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
吸
わ
な
い
人
も
禁
煙

の
店
や
席
を
選
ぶ
な
ど
、
普
段

か
ら
た
ば
こ
の
煙
を
避
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

※
電
子
た
ば
こ・加
熱
式
た
ば
こ

　

電
子
た
ば
こ
の
蒸
気
か
ら

も
、
発
が
ん
性
物
質
の
発
生
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
増
え
て
い
る
加

熱
式
た
ば
こ
も
、
主
流
煙
に
は

有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
受
動
喫
煙
に
よ
る
将
来
の
健

康
へ
の
影
響
は
、
研
究
・
調
査

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

厚
生
労
働
省
は
「
望
ま
な
い
受

動
喫
煙
」
対
策
の
中
で
、
加
熱

式
た
ば
こ
も
規
制
対
象
に
し
て

い
ま
す
。

副
流
煙
に
も
有
害
物
質
が

含
ま
れ
て
い
ま
す

　
喫
煙
者
が
吸
い
込
む
主
流
煙

よ
り
も
、
た
ば
こ
か
ら
立
ち
昇

る
副
流
煙
の
方
が
、
有
害
物
質

が
２
～
４
倍
も
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
喫
煙
者
が
吐
き
出
す

呼こ
し
ゅ
つ出
煙
を
吸
う
こ
と
で
、
受
け

る
害
が
い
っ
そ
う
大
き
く
な
り

ま
す
。
受
動
喫
煙
が
原
因
で
発

症
す
る
肺
が
ん
や
心
筋
梗
塞
に

よ
り
、
年
間
６
８
０
０
人
が
亡

く
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

り
、
健
康
被
害
は
深
刻
で
す
。

受
動
喫
煙
を
避
け
る
た
め
に

で
き
る
こ
と

　
喫
煙
者
は
、
自
分
の
喫
煙
が

周
囲
の
人
の
健
康
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
理

解
し
、
自
分
の
た
ば
こ
の
煙
を

他
人
に
吸
わ
せ
な
い
よ
う
、
次

の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
歩
き
な
が
ら
や
混
雑
し
た
場

所
、
閉
め
切
っ
た
室
内
で
の

喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
特
に
影
響
を
受
け
や
す
い
子

ど
も
や
妊
娠
中
、
病
気
の
人

　
世
界
保
健
機
構（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が

定
め
る
５
月
31
日
の
「
世
界
禁

煙
デ
ー
」
に
ち
な
み
、
わ
が
国

で
も
５
月
31
日
～
６
月
６
日
を

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
「
禁
煙

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
が
健
康
に
悪
影
響
を

与
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
吸

わ
な
い
人
に
も
た
ば
こ
の
煙
を

吸
わ
せ
て
し
ま
う「
受
動
喫
煙
」

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
「
伊
勢
市
受
動
喫
煙

防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

基
づ
き
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
受

動
喫
煙
や
禁
煙
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
31
日
～
６
月
６
日
は

「
禁
煙
週
間
」　　
　
　
　

受
動
喫
煙
を
防
ご
う
！

※
電
子
た
ば
こ
…
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に

入
っ
た
液
体
を
加
熱
・
霧
状
に
し

て
吸
引
す
る
。

　

加
熱
式
た
ば
こ
…
た
ば
こ
の
葉

を
電
気
で
加
熱
し
て
蒸
気
を
吸

引
す
る
。

広
告
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ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
た
そ
の
造

形
は
、
美
術
界
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
面
美
術
や
民
俗
資
料
も

　
当
館
に
は
、
彫
刻
の
他
に
、

平
面
美
術
、
楽
器
や
生
活
道
具

な
ど
の
民
俗
資
料
も
あ
り
、
こ

れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、
ア
フ

リ
カ
大
地
の
自
然
の
中
で
暮
ら

す
人
々
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
見
る
人
の
感
性
を

揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

触
れ
ら
れ
る
作
品

　
当
館
で
は
、
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
人
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
作
品
に
触
れ
て
鑑

賞
が
で
き
ま
す
。

　
面
白
い
表
情
で
、
ア
フ
リ
カ

ゾ
ウ
・
キ
リ
ン
・
シ
マ
ウ
マ
な

ど
の
動
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
最

高
峰
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山

（
標
高
５
８
９
５
ｍ
）は
、
万
年

雪
を
頂
く
山
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
麓
の
草
原
で
生
き

生
き
と
暮
ら
す
動
物
た
ち
も
描

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
常
設
展
示
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

マ
コ
ン
デ
と
は

 

タ
ン
ザ
ニ
ア
と
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
の
国
境
に
広
が
る
広
大
な
マ

コ
ン
デ
高
原
に
住
む
部
族
の
名

称
で
す
。

　
こ
の
部
族
は「
木
彫
り
の
民
」

と
も
呼
ば
れ
、
最
初
の
父
親
が

黒こ
く

檀た
ん

の
木
を
彫
っ
て
最
初
の
母

親
を
創
っ
た
と
い
う
伝
説（
マ

コ
ン
デ
族
の
起
源
）が
あ
る
ほ

ど
、
古
く
か
ら
部
族
の
伝
統
と

し
て
木
彫
り
を
制
作
し
て
き
ま

し
た
。

　
彫
刻
の
素
材
で
あ
る
黒
檀
の

ね
じ
れ
具
合
か
ら
、
生
活
・
動

物
・
人
間
の
肉
体
・
老
い
と
死
・

愛
と
歓
喜
な
ど
の
テ
ー
マ
を
ス

の
美
し
さ
に
引
か
れ
て
多
く
の

人
た
ち
が
出
掛
け
、
最
近
で
は

地
元
の
人
々
が
、
観
光
客
相
手

に
動
物
の
絵
を
描
き
、
そ
れ
を

売
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
大
自

然
の
中
で
暮
ら
す
動
物
た
ち
を
、

ろ
う
け
つ
染
め
の
技
法
で
仕
上

げ
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

企
画
展
の
見
ど
こ
ろ

 

ア
フ
リ
カ
は
、
野
生
動
物
王

国
で
知
ら
れ
て
お
り
、
東
ア
フ

リ
カ
の
ケ
ニ
ア
と
タ
ン
ザ
ニ
ア

両
国
に
は
、
野
生
動
物
保
護
区

や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク（
国
立

公
園
）が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
日
本
か
ら
も
、
動
物
と
自
然

所 在 地　二見町松下1799
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

休 館 日　火曜日（祝日の場合は翌日）、
　　　　　6・12月の第２月曜～金曜日、
　　　　　年末年始
入 館 料　大人1,000円、高校生800円、
　　　　　小・中学生600円

マコンデ美術館
☎42-1192　 FAX42-1055

ま
る
ご
と
博
物
館
だ
よ
り

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局

［
文
化
振
興
課
内
］

（
☎
22

－

７
８
８
５　
FAX
23

－

８
６
４
１
） 61

伊
勢

マ
コ
ン
デ
美
術
館

企
画
展｢

ア
フ
リ
カ
の
動
物（
ろ
う
け
つ
染
め
）展｣

開
催
中
：
８
月
27
日
㈪
ま
で

ゾウの親子

広
告
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看
護
師
教
育
の
結
果
・
成
果
を

同
大
学
の
教
員
へ
デ
ー
タ
提
供

し
、
研
究
に
生
か
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
看
護
の
質
の
更
な
る
向
上
を

目
指
し
て
同
大
学
と
連
携
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
安
心

な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
当
院
で
は
３
月
に
、
三
重
県

立
看
護
大
学
と
「
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
調

印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
締
結
し
た
協
定
の
内
容

は
、

①
学
部
生
及
び
大
学
院
生
の
教

育
研
究
に
関
す
る
こ
と

②
職
員
の
育
成
に
関
す
る
こ
と

③
看
護
師
教
育
に
関
す
る
こ
と

④
人
事
交
流
に
関
す
る
こ
と

⑤
保
有
備
品
、
資
料
等
の
貸
出

等
に
関
す
る
こ
と

⑥
そ
の
他
、
大
学
及
び
病
院
が

協
議
決
定
し
た
事
項

の
６
項
目
で
す
。

　
今
後
は
、
当
院
の
院
内
研
修

へ
の
講
師
の
派
遣
や
、
当
院
の

　
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
仮
想

通
貨
の
認
知
度
が
上
が
る
一

方
、
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
に
全
国
各
地
の
消

費
者
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
件
数
は
、
合
計
で
２
０
０

０
件
を
超
え
、
前
年
と
比
べ
て

約
3.4
倍
に
急
増
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
仮
想
通
貨
の
取
り

引
き
人
口
の
拡
大
や
価
格
の
乱

高
下
に
よ
り
、
損
失
を
被
っ
た

人
が
増
え
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
も
う
け
話
と
し
て
持
ち
掛
け

ら
れ
て
購
入
し
た
が
不
安
に
な

っ
た
、
購
入
し
た
事
業
者
と
連

絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
、
解
約

し
た
が
返
金
さ
れ
な
い
、
と
い

っ
た
相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。

仮
想
通
貨
を
利
用
す
る
際

は
、
事
業
者
が
仮
想
通
貨
交

換
業
の
登
録
を
し
て
い
る

か
、
金
融
庁
・
財
務
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

●
仮
想
通
貨
の
取
り
引
き
を
行

う
場
合
、
事
業
者
か
ら
取
り

引
き
内
容
や
リ
ス
ク
、
手
数

料
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
よ

く
理
解
し
て
か
ら
契
約
し
て

く
だ
さ
い
。

●
仮
想
通
貨
や
詐
欺
的
な
コ
イ

ン
へ
の
投
資
、
ま
た
、
投
資

セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
相
談
も

増
え
て
い
ま
す
。
悪
質
商
法

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
の
判
断
で
行
っ
た
取
り

引
き
に
よ
る
投
資
は
、
損
失
が

あ
っ
て
も
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

　
契
約
の
内
容
が
十
分
に
理
解

で
き
な
い
場
合
は
、
契
約
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
「
必
ず
も
う
か
る
」
投
資
話

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

仮
想
通
貨
を
利
用
す
る
際
の

注
意
点

●
仮
想
通
貨
は
、
円
や
ド
ル
な

ど
の
よ
う
に
、
国
が
そ
の
価

値
を
保
証
し
て
い
る
「
法
定

通
貨
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
や
り

取
り
さ
れ
る
電
子
デ
ー
タ
の

た
め
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る

改
ざ
ん
や
、
デ
ー
タ
が
消
え

て
し
ま
う
と
い
う
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
Ｎネ

ム
Ｅ
Ｍ
の
仮
想

通
貨
流
出
事
件
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

●
仮
想
通
貨
の
価
格
が
急
落

し
、
損
を
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

●
仮
想
通
貨
交
換
事
業
者
は
、

金
融
庁
・
財
務
局
へ
の
登
録

が
必
要
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

相
談
員
さ
ん
!!

予算額　844万円
（うち県補助395万6千円）

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
21

－

５
７
１
７　
FAX
22

－

５
０
１
４
）

伊
勢
総
合
病
院（
☎
23

－

５
１
１
１　
FAX
27

－

２
３
１
５
）

教
え
て

仮
想
通
貨
の
相
談
急
増
！

価
格
乱
高
下
で
ト
ラ
ブ
ル
に
！

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ　
59

三
重
県
立
看
護
大
学
と
の

協
定
締
結

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

調印式
（左：同大学菱沼理事長、右：藤本病院事業管理者）
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今
ま
で
の
学
校
生
活
と
は
一
変

し
た
の
で
す
。
学
校
生
活
だ
け

で
は
な
く
、
日
常
生
活
で
も
今

ま
で
当
た
り
前
に
や
っ
て
い
た

こ
と
、
例
え
ば
歩
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、自
転
車
に
乗
る
こ
と
、

自
動
車
の
乗
り
降
り
、お
風
呂
、

ト
イ
レ
な
ど
、
何
か
と
一
人
で

は
困
難
と
な
り
常
に
誰
か
の
手

助
け
が
必
要
な
状
態
に
な
り
ま

し
た
。

　
慣
れ
な
い
松
葉
杖
で
道
路
に

出
て
歩
く
と
、
少
し
の
段
差
で

つ
ま
ず
き
、
砂
利
道
を
歩
く
こ

と
の
大
変
さ
も
身
に
染
み
て
分

か
り
ま
し
た
。
前
方
か
ら
す
ご

い
勢
い
で
向
か
っ
て
く
る
自
転

車
や
自
動
車
に
対
し
て
も
す
ぐ

に
動
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
か
、
普
段
特
に
感
じ
て
い
な

か
っ
た
恐
怖
心
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。
母
と
車
で
買
い
物
に
行

っ
た
際
に
は
、
入
口
近
く
の
駐

車
場
に
空
き
が
な
く
遠
く
に
止

め
ま
し
た
が
、
普
段
何
も
意
識

し
て
い
な
か
っ
た
お
店
ま
で
の

距
離
が
と
て
も
長
く
感
じ
ら

れ
、
店
頭
ま
で
歩
く
こ
と
が
と

て
も
大
変
で
し
た
。そ
ん
な
時
、

障
が
い
者
専
用
駐
車
場
に
平
然

れ
ば
歩
け
な
い
自
分
。骨
折
後
、

初
め
て
学
校
に
行
く
際
に
は
不

安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
階
段
の
上
り
下
り
や
移
動

の
問
題
よ
り
も
、
友
だ
ち
に
冷

や
か
さ
れ
な
い
か
、
必
要
以
上

に
視
線
を
浴
び
な
い
だ
ろ
う
か

と
心
配
で
学
校
に
行
く
の
が
少

し
嫌
だ
な
…
…
と
。
し
か
し
、

実
際
登
校
す
る
と
友
だ
ち
は
カ

バ
ン
を
持
っ
て
く
れ
た
り
、
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
優
し
さ

に
触
れ
、
私
は
本
当
に
う
れ
し

く
て
安
心
で
き
た
こ
と
を
今
で

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
気

持
ち
を
一
生
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
誰
か
が
困
っ
て
い
る
時
は

率
先
し
て
手
助
け
の
で
き
る
人

間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
骨
折
を
し
て
も
う
一

つ
気
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
自
分
が
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
抱
い
て
い
た
障

が
い
者
の
方
へ
の
偏
見
で
す
。

母
と
買
い
物
に
行
っ
た
際
、
ず

っ
と
松
葉
杖
で
は
大
変
だ
ろ
う

か
ら
と
母
が
借
り
て
き
て
く
れ

た
車
い
す
。
し
か
し
私
は
こ
の

車
い
す
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま

と
車
を
止
め
て
小
走
り
で
笑
い

な
が
ら
買
い
物
に
向
か
う
若
者

た
ち
を
目
に
し
ま
し
た
。正
直
、

怒
り
の
感
情
が
沸
い
て
き
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
駐
車
場

に
止
め
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
車

い
す
マ
ー
ク
を
付
け
た
車
の
高

齢
者
夫
婦
が
仕
方
な
く
遠
く
の

駐
車
場
に
止
め
て
い
た
か
ら
で

す
。
無
責
任
な
行
動
を
自
覚
す

る
こ
と
も
な
く
、
人
の
迷
惑
を

顧
み
な
い
そ
の
姿
に
私
は
唖
然

と
し
、
い
つ
か
私
が
車
の
運
転

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
は

こ
ん
な
無
責
任
な
行
動
を
し
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
よ
う
と
心

に
誓
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
物
質
的
な
面
だ

け
で
は
な
く
、
私
が
骨
折
を
し

て
不
自
由
な
生
活
を
送
る
中
で

何
よ
り
も
実
感
し
た
の
は
精
神

的
な
面
、
つ
ま
り
気
持
ち
が
弱

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
松
葉
杖
を
使
わ
な
け

当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
っ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
中
一
の
春
休
み
に

部
活
動
の
校
外
練
習
試
合
の
最

中
、
私
は
ボ
ー
ル
を
取
ろ
う
と

し
て
転
倒
し
右
足
首
を
骨
折
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
直
後
は

激
痛
が
走
り
、
そ
の
痛
み
は
今

で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
日
か
ら
私
は
約
一
カ

月
半
の
間
、
松
葉
杖
で
の
生
活

を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

登
下
校
は
親
に
車
で
送
迎
し
て

も
ら
い
、
教
室
の
あ
る
四
階
へ

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
用
、
体

育
と
部
活
動
は
参
加
で
き
ず
、

『
平
等
に
生
き
る
た
め
に
』

（
中
学
２
年
生
）

　
私
は
毎
朝
、
友
だ
ち
と
自
転

車
に
乗
っ
て
登
校
し
、
学
校
に

着
け
ば
何
の
意
識
を
す
る
こ
と

も
な
く
階
段
を
登
っ
て
教
室
に

行
き
、
教
室
で
は
仲
良
し
の
友

だ
ち
と
話
を
し
、
自
由
に
動
き

回
り
、
授
業
を
受
け
て
給
食
を

食
べ
、
掃
除
を
し
ま
す
。
そ
し

て
、
放
課
後
に
な
れ
ば
部
活
動

で
大
好
き
な
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を

思
い
切
り
し
て
コ
ー
ト
内
を
駆

け
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ご

く
普
通
の
日
常
を
私
は
ず
っ
と

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に

学
校
教
育
課（
☎
22

－

７
８
８
３　
FAX
23

－

８
６
４
１
）

シ
リ
ー
ズ
人
権

平
成
29
年
度　
人
権
作
文
集
「
人
権
の
芽
」
か
ら

　
学
校
で
の
人
権
学
習
の
取
り
組
み
か
ら
、
今
回
は
中
学
生
の

作
文
を
紹
介
し
ま
す
。
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間
だ
と
い
う
自
覚
を
持
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る

方
を
避
け
た
り
、
意
地
悪
・
陰

口
を
言
う
こ
と
の
な
い
社
会
に

し
た
い
で
す
。

　
今
回
、
骨
折
を
し
て
不
自
由

な
生
活
を
体
験
し
た
こ
と
で
、

障
が
い
者
の
方
の
気
持
ち
や
不

自
由
さ
、
日
常
に
潜
む
怖
さ
を

ほ
ん
の
少
し
で
す
が
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

ず
っ
と
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
、

ど
ん
な
時
で
も
障
が
い
の
あ
る

方
に
限
ら
ず
弱
い
立
場
に
あ
る

方
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
日
々

の
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
手
助
け
を
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
当
た
り
前
に
で

き
る
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
今
の
普
通
の
生
活
を
送

れ
る
幸
せ
に
感
謝
し
て
、
一
日

一
日
を
大
切
に
生
き
て
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。

せ
ん
で
し
た
。
正
直
恥
ず
か
し

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
の

で
す
。
こ
の
恥
ず
か
し
い
気
持

ち
こ
そ
自
分
の
中
に
あ
る
障
が

い
の
あ
る
方
に
対
す
る
偏
見
の

気
持
ち
な
の
で
は
と
気
付
き
、

ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。「
誰
も
気

に
し
て
な
い
で
使
っ
た
ら
ど

う
？
」
と
私
に
車
い
す
を
勧
め

る
母
に
対
し
て
「
無
理
！
絶
対

無
理
！
」
と
反
抗
し
た
後
、
実

際
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
、
車

い
す
無
し
で
は
移
動
で
き
な
い

方
々
は
、
一
体
ど
ん
な
強
い
気

持
ち
で
私
の
よ
う
な
弱
い
気
持

ち
を
打
ち
消
し
、
障
が
い
と
向

き
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考

え
ま
し
た
。
普
段
は
障
が
い
者

に
優
し
く
し
よ
う
と
口
で
は
簡

単
に
言
っ
て
い
て
も
、
実
際
、

自
分
が
そ
れ
に
近
い
立
場
に
な

っ
た
時
、
手
を
差
し
伸
べ
る
優

し
さ
と
同
じ
く
ら
い
大
切
な
こ

と
は
、
障
が
い
者
に
対
し
て
偏

見
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
だ

と
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。
車

い
す
を
使
う
こ
と
が
当
た
り
前

の
社
会
。
障
が
い
の
有
無
に
関

係
な
く
同
じ
人
間
と
し
て
社
会

の
一
員
と
し
て
生
き
て
い
る
仲

cooking

低カロリー・バランス食

家庭で
実践

（☎ 27-2435　 FAX 21-0683）健康課
家庭で実践！
食物繊維たっぷりレシピ ひじきのサラダ

季節の野菜レシピ動画　伊勢市 検索低カロリー・バランス食レシピ　伊勢市 検索

市のホームページで、バックナンバーや「季節の野菜レシピ動画」を見ることができます。※治療中の人は、医師の指示を守ってください。

１人分の
栄養価

64 kcal
⃝たんぱく質 1.4g　⃝脂質 4.6g
⃝炭水化物 6.5g　　⃝塩分 0.8g

食物繊維 3.6g

❶ひじきは水で戻し、水気を切る。
❷鍋に湯を沸かし、❶をさっとゆで、しょうゆをまぶす。
❸レタス、きゅうりは千切りにする。にんじんも千切りにし、さっ

とゆでる。
❹マヨネーズ、合わせみそを混ぜ、❷❸をあえる。

⃝芽ひじき（乾）……… 10g
⃝しょうゆ …………… 小さじ 1/2
⃝レタス ……………… 30g
⃝きゅうり …………… 30g
⃝にんじん …………… 50g
⃝マヨネーズ ………… 大さじ 1
⃝合わせみそ ………… 小さじ 1/2

作り方

材料（２人分）

いつもの食事にもう1 皿増やして野菜不足を解消しましょうテーマ ※食物繊維は、いも類・
豆類・果物にも含ま
れますが、これらで
食物繊維を取ろうと
すると高カロリーに
なるため、食べ過ぎ
は禁物です。

～野菜料理1皿分の例～

青菜のおひたし もやしにら炒め ゆでブロッコリー 冷やしトマト キャベツのサラダ 野菜スープ
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ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

※防犯活動に興味が湧いた人は、同課へ連絡してください。

　現在市内では、約90の自主防犯組織が、防犯パトロール・子どもの見守り・防犯啓発活動な
どを行っています。
　防犯活動は一人でもできますが、限度があります。　　　
　犯罪のない安全で安心なまちづくりを目指すためには、皆さん一人一人が「自分たちの地域は
自分たちで守る」という意識を持って、地域住民が力を合わせた活動が必要です。
　自主防犯組織がない地域では、新たに結成をして活動してみてはいかがですか？
　また、自主防犯組織のある地域で新たに活動しようと思っている人は、参加してみましょう。

気楽に・気長に・無理をしないで

防犯活動の基本的心構え

防犯活動は、徒歩・自転車・自動車など、活動する人の年齢や地域の状況に合った方法で行います。

3

1

4

2

地域を管轄する警察（交番・駐在所）や、市などが発
信する犯罪などに関する情報を参考にしましょう。

参加者が決まったら、代表者（リーダー）や副リーダ
ーを決めましょう。

地域住民の協力を得るためにも、具体的な活動内容
を回覧板などで知らせましょう。

リーダーを中心に、いつ・どのような活動をするか
話し合いましょう。

警察や市などからの情報を　　
　　参考にしましょう （広報紙など）

参加者を集め、リーダーを　　　
　　決めましょう （自治会・サークルなど）

防犯活動の開始を知らせましょう

活動内容や活動時間などを　　
　　　　　　　決めましょう

（☎ 21-5524　 FAX 20-3151）危機管理課

皆さんの地域に自主防犯組織を結成して

をしてみませんか！動防犯活

広
告介護のことはおまかせください 

ＮＰＯ法人 和泉 伊勢市勢田町 656-134 

訪問看護ステーションほほえみ 

認知症対応型デイサービスほほえみ 

民家型デイサービスほほえみ勢田 

お問い合わせ ☎ 0596-63-6870 
HP https://npo-izumi-hohoemi.wixsite.com/shiawase 

いずみ 
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時６月２日㈯、14：00～15：30
所皇學館大学・４号館431教室
内「観光資源としての伊勢神宮の魅力」クリストファ
ー・メイヨーさん（コミュニケーション学科准教授）
申不要

時５月12日㈯・13：00～16日㈬・17：00
所いせトピア・１階　ふれあい広場
内年に１度の書道・篆刻の合同作品展です。１年間の
努力の作品約100点を展示します。会員一同お待ちし
ています。
申不要

時５月20日㈰、10：00～
所いせトピア・多目的ホール
内演歌（歌謡曲）を愛する愛唱会仲間達の年に１度限り
の発表会です。入場無料。皆さんお気軽に、お友達の
応援方々ご来場ください。
申不要

時５月20日㈰、12：00～15：00
所いせ市民活動センター北館（いせシティプラザ）・１
階　ホール
内国宝尾形光琳「紅白梅図屏風」仁清「藤壺」（複製）・
呈茶・エネルギー療法・血管年齢・花サークルなどで
心身の健康と癒しを！
料お抹茶500円（当日販売・先着40人）
申不要

時原則毎月第２・４金曜日（８月・平成31年２月は第
４金曜日のみ、11月は第２金曜日のみ）、10：00～
12：00
対65歳以上の人またはその親族（相談内容は、65歳
以上の本人の問題に限ります）
内三重弁護士会 高齢者・障害者支援センターの所属
弁護士が、電話相談に応じます。
相談専用電話番号　059-228-3143

時ウイーク：毎月第１水曜日、例会：毎月第２日曜日、
いずれも9：00～15：00頃
所朝熊山登山口・であいの広場～朝熊岳（登山）
対登山に適した脚力のある人
内近くの山などを歩いている設立40年を超える会で
す。朝熊山を中心に近くの山々へ。老若男女、１度参
加してみませんか。
料１日につき500円
申今井さんへ

皇學館大学 月例文化講座

第18回東方展

伊勢愛唱会歌唱祭

伊勢いきいき健康と癒しのフェア

ひまわりあんしん事業・電話相談

テクローかい 会員募集

皇學館大学 企画部 地域連携推進室
（☎22-8635　FAX27-1704〔代表〕）

東方書道・篆
てんこく

刻研究会　竹屋さん
（☎・FAX24-0975）

伊勢愛唱会・森山さん
（☎・FAX29-0056）

一般社団法人ＭＯＡインターナショナル三重
（☎・FAX059-259-1580）

三重弁護士会 高齢者・障害者支援センター
（☎059-228-2232）

テクローかい・今井さん
（☎42-0281）

イベント掲示板 & みんなの広場

掲載申し込み締め切り

時とき 　所ところ 　対対象　　内内容　定定員
料料金　 申申し込み

７月15日号＝５月31日㈭
８月 １ 日号＝６月15日㈮

イベント掲示板

みんなの広場

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに
利用できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。
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と
き　
５
月
27
日
㈰
、
10
時
～
15

時（
集
合
は
９
時
45
分
）

集
合
場
所　
朝
熊
山
登
山
口
・
で

あ
い
の
広
場

対
象　
小
学
生
～
高
校
生

※
小
学
１
～
３
年
生
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

定
員　
20
人（
先
着
順
）

持
ち
物　
弁
当
、飲
み
物
、敷
物
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
運
動
靴（
サ
ン

ダ
ル
は
不
可
）、
虫
よ
け
ス
プ
レ

ー申
し
込
み　
５
月
15
日
㈫
～
22
日

㈫（
月
曜
日
を
除
く
）の
９
時
～
17

時
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ

ン
タ
ー
へ

※
天
候
不
順
な
ど
で
中
止
の
場
合

は
、
当
日
８
時
30
分
ま
で
に
決

定
し
、
連
絡
し
ま
す
。
前
日
が

雨
の
場
合
も
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
全
国
各
地
の
「
食
」
の
生
産
者

が
外
宮
に
奉
納
し
た
自
慢
の
逸
品

を
販
売
し
ま
す
。
会
場
内
で
は
伊

勢
音
頭
・
太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
、
全
国
各
地
の
特
産
品

が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選

会
も
行
わ
れ
ま
す
。

と
き　
５
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
、

10
時
～
15
時

応
募
資
格　
18
～
68
歳
の
健
康
な

人（
高
校
生
を
除
く
）で
、
７
月
21

日
㈯
・
28
日
㈯
に
開
催
の
養
成
講

座
を
受
講
し
、
半
日
単
位
で
月
４

回
以
上
活
動
で
き
る
人

活
動
内
容　
来
館
者
の
対
応
、
会

員
相
互
の
研
修
、
文
献
資
料
の
整

備
、
展
覧
会
準
備
作
業
の
補
助
な

ど募
集
人
数　
20
人
程
度

申
し
込
み　
６
月
30
日
㈯（
当
日

消
印
有
効
）ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
県
立
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
欅
の
会
」（
〒
５
１
４

－

０

０
０
７
津
市
大
谷
町
11
）へ

三
重
県
立
美
術
館

（
☎
０
５
９

－

２
２
７

－

２
１
０
０

 

FAX
０
５
９

－

２
２
３

－

０
５
７
０
）

県
立
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
欅け

や
き

の
会
」
会
員
を
募
集

募 

集

伊
勢
商
工
会
議
所

（
☎
25

－

５
１
５
３ 

FAX
23

－

１
１
５
１
）

伊
勢
神
宮 

外
宮
奉
納
市

催
し
物

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

（
☎
27

－

２
４
２
２ 

FAX
27

－

２
４
１
２
）

朝
熊
山
に
登
ろ
う
！

～いつまでも活気と笑顔があふれるまちを目指して～

まちの計画を策定しました
市では、次のとおり計画を策定しました。

これまでの取り組みを継承しつつ、新たなまちづくりを進めていきます。

※それぞれの計画内容は、市のホームページに掲載しています。

●第３次伊勢市男女共同参画基本計画（れいんぼうプラン）
　男女共同参画社会の実現に向け、取り組みを発展させていく
ことを目指します。 市民交流課（☎21-5513  FAX 21-5642）

●第２次伊勢市農村振興基本計画
　農林業を取り巻く環境の変化に対応し、個性ある地域づくり
を進めます。 農林水産課（☎22-0370  FAX 21-5605）

●伊勢市観光振興基本計画
　次期遷宮を視野に入れつつ、取り組みを進めます。

観光振興課（☎21-5566  FAX 28-2404）

●第３次伊勢市子ども読書活動推進計画
　子どもが心の豊かさと知恵を獲得できるような環境整備を目
指します。 社会教育課（☎22-7886  FAX 23-8641）

●伊勢市第５期障害福祉計画・第１期障害児福祉計画
　「だれもが自分らしく暮らせる自立と共生のまち　いせ」の
実現を目指します。 障がい福祉課（☎21-5558  FAX 20-8555）

●第３次伊勢市食育推進計画
　一人一人が心身ともに健康な食生活を実践する取り組みを進
めます。 農林水産課（☎22-0370  FAX 21-5605）

●伊勢市第８次老人福祉計画・第７期介護保険事業計画
　地域包括ケアシステムを構成する「医療・介護・予防・生活
支援・住まい」の整備・充実に取り組みます。

介護保険課（☎21-5560  FAX 20-8555）

と
こ
ろ　
外
宮
北
御
門
広

場（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
伊
勢
志
摩
ビ

ル
東
隣
）

※
外
宮
奉
納
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
こ
れ
ま
で

に
奉
納
さ
れ
た
品
と
奉

納
者
の
誓
い
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

外宮奉納市 検索

外宮奉納市
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・
昼
会
…
13
時
30
分
～（
開
場
は

13
時
）

・
夜
会
…
19
時
～（
開
場
は
18
時

30
分
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
ホ
ワ
イ

エ出
演
者　
宮
下
礼
子
さ
ん（
バ
イ

オ
リ
ン
）、
宮
本
裕
紀
子
さ
ん（
フ

ル
ー
ト
）、新
田
誠
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

演
奏
予
定
曲　
映
画
「
ラ
・
ラ
・

ラ
ン
ド
」「
エ
デ
ン
の
東
」
よ
り
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
あ
す
な
ろ
白
書
」

よ
り　
な
ど

定
員　
各
60
人

入
場
料　
１
０
０
０
円（
全
席
自

由
席
）

※
入
場
券
は
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
事

務
所
窓
口
、
県
営
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
事
務
所
窓
口
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

※
託
児
で
き
ま
す
。（
６
月
15
日

㈮
ま
で
に
要
予
約
。定
員
10
人
。

０
歳
～
小
学
２
年
生
程
度
）

※
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
同
時
開
催

し
ま
す
。
家
庭
で
食
べ
切
れ
な

い
食
品
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ロ
ビ
ー
で
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
演

奏
会
で
す
。
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
の
名
曲
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　
６
月
28
日
㈭

と
き　
６
月
24
日
㈰
、
13
時
30
分

～
15
時
50
分（
開
場
は
12
時
30
分
）

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　
優
し
さ
に
満
ち
た
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
女
性
リ
ン
コ
と

恋
人
の
マ
キ
オ
、
愛
を
知
ら
な
い

孤
独
な
少
女
ト
モ
の
３
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を
見
つ
け
る
ま
で

の
心
温
ま
る
60
日
を
描
い
た
作
品

で
す
。さ
り
げ
な
い
日
常
を
通
じ
、

い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
が
あ
っ
て
い

い
と
語
り
掛
け
て
き
ま
す
。（
監

督
：
荻
上
直
子
、
出
演
者
：
生
田

斗
真
、
桐
谷
健
太　
ほ
か
）

定
員　
３
５
０
人

入
場
料　
５
０
０
円（
前
売
り
の

み
）

※
入
場
券
は
、
市
民
交
流
課（
御

薗
総
合
支
所
・
２
階
）で
販
売

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戸
籍
住

民
課
、
二
見
・
小
俣
総
合
支
所

生
活
福
祉
課
で
、
入
場
券
の
代

わ
り
に
予
約
券（
入
場
料
は
当

日
会
場
で
支
払
い
）を
発
行
し

ま
す
。

講
師　
岡
田
新
太
朗
さ
ん（
伊
勢

創
作
ビ
ス
ト
ロm

ミ

ル

ポ

ワ

irepoix

オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
）

定
員　
20
人（
託
児
は
先
着
10
人
。

一
緒
に
食
事
が
で
き
る
１
歳
～
就

学
前
の
子
ど
も
に
限
り
ま
す
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、

三
角
巾
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

参
加
費　
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
５
月
15
日
㈫
～
29
日

㈫（
月
曜
日
を
除
く
）の
９
時
～
17

時
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ

ン
タ
ー
へ

　
昨
年
の
台
風
21
号
な
ど
、近
年
、

想
定
を
上
回
る
降
雨
に
よ
る
水
害

が
全
国
的
に
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
も
「
伊
勢
市
地

域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
の

水
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き　
６
月
10
日
㈰
、
９
時
30
分

～
12
時（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
バ
ー
公
園（
宮

川
大
橋
下
流
付
近
）

内
容　
伊
勢
市
消
防
団
と
協
力
機

関
に
よ
る
堤
防
の
決
壊
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
土
の
う
工
法
訓
練
、

人
命
救
助
訓
練
な
ど
を
約
２
０
０

人
規
模
で
行
い
ま
す

と
き　
６
月
５
日
㈫
、
10
時
～
13

時と
こ
ろ　
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
子
育
て
中
の

母
親

内
容　
初
夏
の
野
菜
の
テ
リ
ー
ヌ

菜
園
風
、
ベ
ー
コ
ン
と
き
の
こ
の

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
、
旬
野
菜
の
ポ
タ

ー
ジ
ュ
、
初
夏
の
果
実
ゼ
リ
ー
寄

せ
を
作
り
ま
す

　
病
気
に
つ
い
て
、不
安
や
悩
み
、

誰
に
も
言
え
な
い
思
い
な
ど
を
話

し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
５
月
31
日
㈭
、
13
時
30
分

～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・

２
階
健
康
増
進
室

内
容　
講
演
「
が
ん
と
と
も
に
歩

む
力
を
」（
中
村
晴
代
さ
ん〔
伊
勢

赤
十
字
病
院
外
来
化
学
療
法
室
主

任
〕）、
講
演
後
お
し
ゃ
べ
り
会

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９

－

２
２
３

－

１
６
１
６

 

FAX
０
５
９

－

２
０
２

－

５
９
１
１
）

が
ん
患
者
と
家
族
の
方
の

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン 

in

伊
勢 
２（
ま
ち
な
か
）

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

（
☎
27

－

２
４
２
２ 

FAX
27

－

２
４
１
２
）

維
持
課

（
☎
21

－

５
５
８
９ 

FAX
21

－
５
５
８
５
）

マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

水
防
訓
練

市
民
交
流
課
内
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
男
女
共
同
参
画
れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢

（
☎
21

－

５
５
１
３ 

FAX
21

－
５
６
４
２
）

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢

（
観
光
文
化
会
館
）

（
☎
28

－

５
１
０
５ 

FAX
28

－

５
１
０
６
）

三
重
県
内
男
女
共
同
参
画
連
携

映
画
祭
２
０
１
８

観
光
文
化
会
館

指
定
管
理
者
自
主
事
業

「
彼
ら
が
本
気
で
編
む

 

と
き
は
、」
上
映
会

カ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
チ
ェ
ー
レ 

Vol.
６

© 2017「彼らが本気で編むときは、」製作委員会

こちらの事業は、
いせトピア「まなび
のパスポート」スタ
ンプの対象講座と
なります。

カジュアルコンサートピアチェーレ
（前回の様子）
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関
連
法
令
を
順
守
し
、
十
分
な
安

全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、電
気
柵
を
見
掛
け
た
ら
、

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
に
ち
な
み
、
人
権
尊
重
の

大
切
さ
と
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
同
日
、
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

啓
発
活
動

と
き　
６
月
１
日
㈮
、
10
時
～
11

時
30
分

と
こ
ろ　
外
宮
参
道
、
外
宮
前
広

場特
設
人
権
相
談

と
き　
６
月
１
日
㈮
、
13
時
～
16

時（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
広
報
広
聴
課
・
相
談
室

　
農
作
物
を
鳥
獣
被
害
か
ら
守
る

方
法
と
し
て
、
電
気
柵
に
よ
る
防

除
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
も
、
電

気
柵
を
設
置
し
て
い
る
箇
所
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
設
置
に
は
安
全

確
保
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

電
気
事
業
法（
昭
和
39
年
法
律

第
１
７
０
号
）の
規
定
に
基
づ
く

電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を

定
め
る
省
令（
平
成
９
年
通
商
産

業
省
令
第
52
号
）で
は
、
電
気
柵

は
、
感
電
ま
た
は
火
災
の
恐
れ
の

な
い
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
て

設
置
す
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
は
、

　
平
成
30
年
中
に
新
築
・
増
築
し

た
家
屋
を
対
象
に
、
５
～
12
月
ご

ろ
に
市
職
員
が
固
定
資
産
税
算
定

の
た
め
の
評
価
に
伺
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
同
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　
平
成
30
年
度
の
軽
自
動
車
税
・

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月
31

日
㈭
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
も
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
納
税

通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
も
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
三
重
県

伊
勢
県
税
事
務
所
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、障
害
者
相
談
員（
左

表
参
照
）が
、
市
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
障
が
い
の
あ
る
人

や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　
「
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施

設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推

進
等
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

平
成
30
年
度
の
伊
勢
市
の
調
達
方

針
を
定
め
ま
し
た
。

　
こ
の
方
針
は
、
市
と
し
て
障
が

い
者
就
労
施
設
な
ど
か
ら
の
物
品

な
ど
の
調
達
の
推
進
を
図
る
た

め
、
調
達
す
る
物
品
や
年
間
目
標

額
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。
市

で
は
、
こ
の
方
針
に
従
っ
て
物
品

を
調
達
し
ま
す
。

※
調
達
方
針
の
全
文
な
ど
詳
し
く

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

障
が
い
福
祉
課

（
☎
21

－

５
５
５
８ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の

物
品
等
の
調
達
方
針

調達方針

障害者相談員 （敬称略）

種別 品目など 目標額

物品
イベント・キャンペ
ーンなどでの啓発用
物品・記念品など

39万円

役務

清掃作業、除草作業、
軽作業（郵便物の封
入、ラベル貼り、袋
詰めなど）、回収業
務など

3,141万円

氏名 住所
連絡先

電話 FAX

身体障害者相談員
肢体

齋藤　　茂 宮後２丁目 090-5603-9071 －
酒徳　和之 二見町山田原 43-3513 43-3513
下　　郁雄 小俣町元町 25-0852 25-0852
清原もゝ代 常磐２丁目 25-3227 25-3227

視覚 鈴木　　守 岩渕１丁目 24-0870 －
聴覚 大屋眞理子 二俣３丁目 － 28-5160

知的障害者相談員
中山トキ子 上地町 25-7632 25-7632
小林えり子 藤里町 22-2027 －

障
が
い
福
祉
課

（
☎
21

－

５
５
５
８ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

障
害
者
相
談
員

軽
自
動
車
税
の
課
税
に
つ
い
て
…
課
税
課

（
☎
21

－

５
５
３
１ 

FAX
21

－

５
５
３
５
）

納
税
に
つ
い
て
…
収
納
推
進
課

（
☎
21

－

５
５
３
７ 

FAX
21

－
５
５
３
５
）

自
動
車
税
に
つ
い
て
…

　
三
重
県
伊
勢
県
税
事
務
所

（
☎
27

－
５
１
２
４ 

FAX
27

－

５
２
５
２
）

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の

納
付
は
納
期
限
内
に

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
21

－

５
５
３
３ 

FAX
21

－

５
５
３
５
）

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

農
林
水
産
課

（
☎
22

－

０
３
７
０ 

FAX
21

－

５
６
０
５
）

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

鳥
獣
害
対
策
用
の
電
気
柵

津
地
方
法
務
局
伊
勢
支
局
内
・

伊
勢
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
☎
・
FAX
28

－

６
４
６
４
）

６
月
１
日
は
全
国
一
斉

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
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て
市
へ
寄
付
し
た
場
合
、
上
限
15

万
円
を
助
成

※
２
つ
以
上
の
対
象
道
路
に
接
す

る
土
地
の
場
合
な
ど
は
、
助
成

金
に
加
え
て
上
限
50
万
円
の
報

償
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
一
部
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
建
築

基
準
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
４
ｍ

の
道
路
幅
員
を
確
保
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
幅
員
４
ｍ
未
満
の
道
路
を
拡
幅

整
備
す
る
た
め
の
後
退
用
地
を
寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
、測
量・

分
筆
費
用
に
対
す
る
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。（
下
図
参
照
）

　
寄
付
後
は
市
が
道
路
と
し
て
管

理
し
、
舗
装
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
道
路　
市
が
管
理
し
て
い
る

幅
員
４
ｍ
未
満
の
道
路
で
、
建
築

基
準
法
第
42
条
第
２
項
に
該
当
す

る
道
路
ま
た
は
同
法
第
43
条
第
１

項
た
だ
し
書
の
許
可
に
係
る
建
築

物
の
敷
地
に
接
す
る
道
路

助
成
内
容　
道
路
中
心
線
か
ら
２

ｍ
後
退
し
た
後
退
用
地
を
分
筆
し

　
工
業
に
関
す
る
基
礎
資
料
の
作

成
の
た
め
、「
工
業
統
計
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
に
、
６
月
１
日
を
調
査

期
日
と
し
て
、
従
業
員
数
や
製
造

品
出
荷
額
な
ど
を
調
査
す
る
も
の

で
、
統
計
法
に
基
づ
い
た
報
告
義

務
の
あ
る
調
査
で
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事

業
所
を
訪
問
し
、
６
月
に
調
査
票

を
回
収
し
ま
す
の
で
、
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

情
報
調
査
室

（
☎
21

－

５
５
０
７ 

FAX
28

－

２
４
０
４
）

工
業
統
計
調
査
に

ご
回
答
を

予
算
額

84
万
８
千
円（
全
額
県
か
ら
の
支
出
金
）

予
算
額　
３
８
０
万
円

（
う
ち
国
補
助
金
94
万
円
）

用
地
課

（
☎
21

－

５
５
６
２ 

FAX
21

－

５
５
８
５
）

狭
あ
い
道
路
整
備
事
業

後
退
用
地
の
寄
付
に
助
成

２ｍ

２ｍ

後退用地を寄
付すると、測
量・分筆費用
を助成

既存道路の
境界線

既存道路の
境界線

道路中心線
４ｍ未満
の道路

敷地

建築物

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
26

障
が
い
福
祉
課（
☎
21

－

５
５
５
８　
FAX
20

－

８
５
５
５
）

「
苦
手
」

右
手
の
ひ
ら
を
顔
に
向
け
、

指
先
で
鼻
を
押
さ
え
ま
す
。

※
手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

天狗の鼻（得意）を押さえる様子
※諸説あります。

市のホームページで手話動画を
見ることができます。
みんなで手話 伊勢市 検索

愛称 トモニー

広
告

☎

有料広告募集中
広報広聴課（☎ 21-5515　 FAX 22-9699）

　広告の規格や申し込み方法など、詳しくは
「広報いせ」２月15日号の14ページまたは
市のホームページをご覧ください。

※これらの広告は企業広告であり、市が広告主や商品
などを推奨するものではありません。
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〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515　FAX 0596-22-9699

伊勢市情報戦略局広報広聴課

この広報紙は、再生紙を使用しています。

発行日／平成30年５月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第236号

伊勢市
携帯サイト

「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。

ise-koho@city.ise.mie.jp
（パソコン用）http://www.city.ise.mie.jp　
（携帯電話用）http://www.city.ise.mie.jp/m/

URL 伊勢市役所 検索

広報いせ発行事業費〔予算額〕
3,099万円（23回分）

視覚障がいのある人で、「声の広報いせ」「点字広報いせ」を希望する人は、障がい福祉課（☎21-5558 FAX20-8555）へ
連絡してください。また、「声の広報いせ」は、直近１カ月分を市のホームページに掲載しています。

伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています0120-220-417 通話料無料
フリーダイヤル ☎27－2435健康課問い合わせ先 21－0683FAX

予算額 977万6千円

予算額　188万3千円

※詳しくは、募集要項をご覧ください。募集要項・申込書は、各申込先・市役所本庁・各総合支所・
各支所・シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢・いせトピアなどにあり、市のホームページに
掲載しています。また、市のホームページでは、よくある問い合わせ内容も紹介しています。

申込先・申し込み方法
●文化振興課（小俣総合支所・2階）

kyo-bunka@city.ise.mie.jp
●伊勢市文化協会
〒516-0027 伊勢市桜木町143 山本麻里方

持参 郵送 E メール
○ × 〇

持参 郵送 E メール
○ ○ ×

募集期間

募集分野

●邦楽
和楽器
民謡
浪曲・謡曲

●合唱
合唱

●邦舞
日本舞踊
民踊
新舞踊

●吟詠剣詩舞
吟詠
剣舞
詩舞

●能楽
能
狂言

●器楽
洋楽器
フォークソング
ジャズ　など

●洋舞①②
バレエ
フラダンス
モダンダンス
フォークダンス
ジャズダンス
ヒップホップダンス

レクダンス
創作ダンス
ベリーダンス
フラメンコ
社交ダンス　など

●その他舞台芸能　歌舞伎 マジック 木遣り など

※募集分野にない分野での出演を希望する場合は、伊勢市文化協会に問い合わせてください。

とき 部門 ところ
10月 ７ 日㈰ 邦楽

いせトピア
10月21日㈰ 吟詠剣詩舞
10月28日㈰ 合唱
11月11日㈰ 器楽
11月18日㈰ 舞台芸能・洋舞②
11月23日㈷ 邦舞

シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢
11月25日㈰ 洋舞①
12月 ２ 日㈰ 能楽 いせトピア

●第62回 伊勢市民芸能祭（代表者会議により、変更になることがあります）事前説明会

　初めて出演を希望する団体や、あらため
て市民芸能祭を知りたい団体などを対象と
した説明会を開催します。
と　き　５月22日㈫、19：00～20：00
ところ　いせトピア・２階 学習室２
申し込み　５月21日㈪ 17：15までに、電

話・ファクス・Ｅメールで文化振興課へ

５月15日火～6月15日金（当日消印有効）

第62回 伊勢市民芸能祭
出演団体を募集します

伊勢市文化協会（☎・FAX22-1640）
文化振興課（☎22-7885 FAX23-8641　 kyo-bunka@city.ise.mie.jp）

2018 ISE COLLECTION

伊勢市芸術祭


